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学生による授業評価アンケー ト (学部・研究科共通 )

皆さんに回答していただいた授業評価アンケートの結果は,

各教員が授業改善のための参考として活用するとともに,大学側は教員個人の評価の一部として活用します。

記入上の注意

1.こ のアンケー トの回答内容は,成績
評価に影響 しません。

2.記入はHBの黒鉛筆を使用 してくだ
さい。

3.この用紙は折り曲げないでください。
4.講義番号・学生番号の記入のないも

のは無効となりますので必ず記入 し
てください。

5,この用紙は,アンケー トを実施 した
その場で回収 します。

6.機械にかけるため,例のようにマー

クをしてください。
フ.消すときは消 しゴムで完全に消 して

ください。
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この授業が「優れているJと思うか,「改善が必要Jと思うか,それとも
(あるいは,あてはまらない)」 と思うかを教えてください。
1か所のみチエツクしてください)。

Ql:以下の項目について,

「どちらともいえない
(1つの項目について,

※講義番号は左詰めで記入すること。
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※学生証の学生番号を記入することc
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優れていそ
どちらとも
いえない 改善が必要 優れていそ

どちらとも
いえない 改善が必要

シラバス記載の学習目標の達成 □ 授業内容の分量

授業の内容 「

~「

自習方法の指示 □ | |
出

教員の話 し方 教員の熱心さ □

教員の説明のわかりやすさ

板書

一
　

一

私語対策

受講生同士のコミュニケーション
|

スライ ドや教材提示の速度 □ 日

口

教員とのコミュニケーション(授業中)

教員とのコミュニケーション(授業外)

ヨ
教材 (教科書やプリン トなど) 「¬

|
|
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映写・音声教材
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学生参加の度合い |
Ｆ

Ｉ
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Ｉ
Ｉ授業のスピー ド ] 成績評価の方法

詳しく伝えたいこと,その他の「優れているJ「改善が必要」と思う点があれば,以下に記載してください。

Q2:この授業にあなたは予習 口復習を行うなどして意欲的に取り組みましたか。

[J 非常に意欲的に取り組んだ      11 やや意欲的に取り組んだ
|  __|

□ あまり意欲的に取り組まなかった   □ 全く意欲的に取り
響

まなかった

Q3:この授業全体に対するあなたの評価 (満足度)を教えてください。

日非常に良い 「 i良い  Eどちらともいえない 
「

悪い
※以下は担当教員から指示があつた場合に,その指示に従つて記入 してください。

問 5432■ 間 54321

1 54321 4 54321

2 54521 5 54521

3 54321 6 54521

□  どちらともいえない
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非常に悪い

※裏面に,Webに よる自由記述意見の
登録方法について記載しています。


